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修士論文要旨
１．序論
　近年，大学は社会人の受け入れを積極的に行っている．背
景として，生涯学習の捉え方の変化，高等教育機関におけ
る成人教育推進，ｅラーニングの普及（関口，2005）があ
る．しかし，社会人の大学入学の動機や意識変容の研究は
ほとんど行われていない現状がある．そこで本研究では，社
会人の大学入学動機，学業継続要因，意識変容の調査を行
い，社会人特有の傾向を明らかにする．併せて大学が提供
可能な社会人向けの支援策についても示す．
２．方法
　調査は2011年４月から６月にＸ大通信教育課程卒業生21
名（男性13名，女性８名，平均47.3歳，SD=9.98）を協力
者として半構造化面接を行った．収集データは修正版グラ
ウンド・セオリー・アプローチ（M-GTA）にて分析した．
３．分析１：入学動機の分析
　入学動機について38の概念が生成された．分析の結果，社
会人の入学動機は，仕事の課題解決，知識習得，学問への
興味などの顕在的近因と，学びのやり残し感，学歴に対す
る引け目，挫折経験などの潜在的遠因とに大別された．特
に，潜在的な動機の中には，親の死による大学進学断念，
伴って生じた学歴に対する引け目など，過去の負のライフ
イベントに付随する負の潜在的動機が種々抽出された．
４．分析２：学業継続要因の分析
　在学時の学習継続要因について75の概念が生成された．
分析の結果，社会人の学業には学習面，人間関係，環境面
に様々な継続要因と阻害要因が存在していた．また，卒業
に至った社会人は阻害要因を最小限に留め，継続要因を強
化する思考や行動を取っていた．しかし，自己の病気，リ
ストラ，家族の介護など深刻な負のライフイベントに直面
した学生は，阻害要因の負荷が予想を超えて急激に高まる
ため，休退学の危機に陥っていた．
５．分析３：卒業後の意識変容の分析
　卒業後の意識変容では29の概念が生成された．分析の結
果，社会人の卒業後の意識変容は，大学生活を経る過程で
認識されてきたものである．また，意識変容の領域は，学
習観，交友観，人生観など，多岐に渡っており，卒業後の
生き方にも影響をあたえていたことが示された（図１参照）．
６．総合考察
　分析１から３の分析結果から，社会人学生特有の事象は，
（1）入学動機では負のライフイベントと負の潜在的動機，
（2）在学時には学業阻害要因となる負のライフイベント，
（3）卒業後は意識変容の領域，の３要素に顕著に表れるこ
とが示された．そこで，分析1から３の統合データをもとに
協力者個々の入学動機，ライフイベント，意識変容の発生
状況の３要素の関係性を検証した．その結果，入学前に負
の潜在的動機を有していた学生や負のライフイベントに遭
遇していた学生は，学習重視傾向があるなどの学業志向性
や卒業後の意識変容にも影響を与えており，３要素間には
密接な関係があった．その関係性の類型から，社会人学生
の学業志向性は（1）学習中心，（2）協調学習志向，（3）自
己完結，（4）バランス志向，（5）上昇志向，（6）交友・人
生，（7）人生重視，（8）非変容の８つのタイプに分類可能
であった．そこで，この８タイプを総称して「動機・ライ
フイベント・意識変容モデル」とした．また，社会人受入
れ大学は，社会人学生特有の学業志向性を踏まえることで
社会人に適した教育，支援策を提供することが可能である
と結論づけた．
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